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快 適 作 業 の お 役 立 ち

安 全
読 本

ラジコン草刈機の正しい使い方
1

マフラー周辺や冷却風取入れ口に刈草や屑などの堆積物
はありませんか。火災の元になりますので清掃しましょう。

2 燃料漏れや、燃料ホースの損傷を点検してください。

3
土埃などを吸ってエアフィルタが汚れます。
毎回掃除をしてください。

4
刈刃のヒビ、割れ、摩耗はありませんか。ナイフ取付ボル
トの頭部の異常摩耗や緩みが無いことを確認してください。

5 各種オイルの量や汚れを確認してください。

6
飛散防止カバーの変形や破損がないか、確認してく
ださい。

7 クローラの亀裂や損傷、摩耗はありませんか。

8 所定の場所にグリスアップや注油をしてください。

9
異常な振動や異音が発生していないか確認してくださ
い。

10
安全と快適作業のために、異常があった場合は販売店
にご相談ください。
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暴風雨時や落雷の恐れがある時・夜間や早朝の視界不
良の時は、本機の監視が困難になり、転落・転倒等を
起こす恐れがありますので、作業をしないでください。

保護カバー類が外れたままエンジンをかけたり運転作
業を行うと、機体の破損やケガの原因になるので、元
のとおりに装着してください。

カバー類や部品は必ず正しい位置に
取り付けた状態で作業してください。11

夜間や悪天候では、製品を使
用しないでください。

トラックへの積み下ろしは平坦な場
所で行い、十分注意してください。

アユミ板は強度・幅・長さの十分ある、スリップしない
物を使用してください。本機の刈高さを最高に設定し、
アユミ板上で方向修正せず、微速で走行してください。

作業を始める前に作業場所の
状況を確認してください。

滑り落ちたり、路肩が崩れる恐れがあります。特に降
雨後や地震後は注意してください。濡れた斜面や、草
丈の長い斜面では、横滑りの危険があります。

傾斜地での作業は、走行する向きと作業角度を取扱説
明書で確認し、転倒事故に注意してください。作業者
は山側から作業してください。

16

飛散防止カバーに損傷がある場合は、傷害事故の恐れ
がありますので、新品に交換してください。

溝や土手の端、崖っぷち、水際等の場
所では、作業を行わないでください。14

作業できる斜面の角度は取扱
説明書を確認してください。12

飛散防止カバーを点検してく
ださい。8

作業場の穴・溝・凹凸・突起物・障害物・建造物等が
ないか確認し、あれば目印を立て危険性をよく把握し
てから作業してください。

ラジコン草刈機の正しい使い方

始業前点検を必ず実施し、また、定期的に販売店で点
検整備 (有料 )を実施してください。

点検整備は必ず実施して
ください。

すそじまり・袖じまりの良い作業衣とヘルメット、保
護メガネ、手袋、作業靴などの保護具を着用してくだ
さい。くわえタバコ、巻きタオルは厳禁です。

作業に適した作業服・保護具
を使いましょう。3

作業前に飛散物となる空き缶や障害物を取り除いてか
ら作業開始してください。

あらかじめ作業現場の障害物
を取り除いておきましょう。4

5

冷却風取入れ口やマフラー部に刈草等が堆積している
と、オーバーヒートや火災の原因になります。こまめ
に清掃しましょう。

枯草等が堆積しないよう、
使用前中後には清掃をしてください。

フロント冷却取入れ部 エンジン部

給油はエンジンが十分に冷えてから行ってください。
給油中にこぼれた燃料は必ずふき取ります。また、燃
料ホース等に漏れがないか点検をしてください。

燃料漏れや、こぼれに
注意してください。6

拭き取り ホース

こまめな休憩と水分補給を行ってください。保護帽や
空調服を使用して暑さを避け、単独作業は行わないよ
うにしてください。

熱中症に注意してください。2

ご使用前に、製品の取扱説明書をよく読んで十分に理
解してから運転操作をしてください。

1 必ず取扱説明書を
読みましょう。

×
7

ナイフにヒビ、割れ、摩耗が無いかを点検してくださ
い。交換の際には、ボルト、ナットも含めて、必ず純
正部品を使用し、セットで交換してください。

ナイフの摩耗を
点検してください。

作業時に飛散物による傷害事故の恐れがあるため、周
囲に作業者を含め近づけないでください。家屋や人が
多いところでは、機械の向きに注意してください。

作業中は近くに人や物を近づ
けないでください。10




